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ﾂｲｯﾀｰ：津川ともひさ＠７月兵庫 

    県を変える！ 

Facebook：津川ともひさ 

 号外 

内田樹（たつる）さん 神戸女学院大学名

誉教授。思想家・武道家、合気会師範。著

書『日本辺境論』が大ベストセラー。武道と

哲学のための学塾「凱風館」主宰。 

 

今
回
の
知
事
選
挙
で
は
、
知
識
人
・
著
名
な
方
々

が
、
全
国
か
ら
津
川
と
も
ひ
さ
候
補
を
推
薦
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。 

内
田
樹
さ
ん 

 
「
日
本
の
今
の
政
治
は

『
末
期
的
』
で
す
。
ど
こ

か
で
流
れ
を
変
え
な
い
と

立
憲
主
義
そ
の
も
の
が
終

わ
り
か
ね
ま
せ
ん
。
流
れ

を
変
え
る
た
め
に
私
は
津

川
と
も
ひ
さ
さ
ん
を
支
持

し
ま
す
」 

 

宇
都
宮
健
児
さ
ん 

 

「
安
倍
政
権
の
暴
走
か

ら
兵
庫
県
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
兵
庫
県
政
を
確

立
す
る
た
め
に
も
、
来
る

べ
き
兵
庫
県
知
事
選
挙
に

お
け
る
津
川
と
も
ひ
さ
候

補
の
勝
利
を
心
よ
り
祈
念

す
る
も
の
で
す
」 

 

池
田
香
代
子
さ
ん 

 

「
『
中
央
政
府
』
が
危

な
っ
か
し
い
今
だ
か
ら
こ

そ
、
し
っ
か
り
し
た
『
県

政
府
』
が
必
要
で
す
。
経

済
や
暮
ら
し
を
地
道
に
支

え
、
希
望
の
あ
る
未
来
像

を
さ
し
し
め
す
津
川
と
も

ひ
さ
候
補
を
私
は
応
援
し

ま
す
」 

 

池
内
了
さ
ん 

 

「
中
央
集
権
過
多
の
日

本
は
動
脈
硬
化
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
地
方
自
治
を

回
復
し
、
多
様
性
あ
る
国

に
す
る
た
め
に
、
津
川
さ

ん
の
よ
う
な
知
事
が
必
要

で
す
」 

 

河野太通さん  
全日本仏教会元会
長/龍門寺住職（臨済
宗妙心寺派） 

池内了（さとる）さん 
宇宙物理学者、名古
屋大学名誉教授。姫
路西高で津川候補の
６年先輩） 

池田香代子さん  
翻訳家・「世界がもし
１００人の村だったら」
著者 

宇都宮健児さん 
日本弁護士連合会
元会長・格差貧困
問題などに取り組む
弁護士 

演
説
会
や
街
頭
で
弁
士
と

し
て
津
川
候
補
を
応
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
主
な
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

和
田 

進
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授 

金
持 

徹
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授 

大
塚
秀
之
・
神
戸
市
外
国
語
大
学

名
誉
教
授 

上
脇
博
之
・
神
戸
学
院
大
学
教
授 

平
野
喜
一
郎
・
三
重
大
学
名
誉
教

授 

羽
柴 

修
・
弁
護
士
（
元
兵
庫
県

弁
護
士
会
副
会
長
） 

梶
本
修
史
・
原
水
爆
禁
止
兵
庫
県

協
議
会
事
務
局
長 

小
田
川
義
和
・
全
国
労
働
組
合
総

連
合
議
長 

藤
末 

衛
・
医
師
（
全
日
本
民
主

医
療
機
関
連
合
会
会
長
） 

住
江
憲
勇
・
医
師
（
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
会
長
） 

太
田
義
郎
・
全
国
商
工
団
体
連
合

会
会
長 

畦
布
和
隆
・
兵
庫
県
労
働
組
合
総

連
合
元
議
長 

   
 
 

憲
法
県
政
の
会
代
表
幹
事 

 
 田

中
耕
太
郎
（
元
知
事
候
補
） 

松
山
秀
樹
（
弁
護
士
） 

武
村
義
人
（
医
師
・
兵
庫
県
保
険

医
協
会
副
理
事
長
） 

石
川
康
宏
（
神
戸
女
学
院
大
学
教

授
） 

 

ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
広
が
る 

 

現
在
ま
で
に
、
県
内
の
弁
護
士

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
賛

同
は
56
人
、
学
者
・
研
究
者
か
ら

の
大
学
人
ア
ピ
ー
ル
賛
同
が
25
人

に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
（
裏
面
に

掲
載
）
。
医
師
・
歯
科
医
師
ア
ピ
ー

ル
へ
の
賛
同
も
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。 

２０１７年６月２２日発行 



【兵庫県弁護士有志アピール】  ２０１７年６月 

  津川知久さんと憲法が輝く兵庫県政をつくりましょう 

 わたしたち兵庫県で活動している弁護士有志は、“憲法が輝く兵庫県政をつくろう”と
活動している「憲法が輝く兵庫県政をつくる会」の活動に賛同し、応援します。「憲法が
輝く兵庫県政をつくる会」は、代表幹事の一人である津川ともひささんを先頭に、政治の
キーワードは「憲法」であり、憲法を活かした県政を目指し、「憲法を暮らしに活かす」
ことを目標として活動しています。きたる７月２日は、４年に一度の兵庫県知事選挙の投
票日です。この兵庫県知事選挙は、日本国憲法をまもり、活かす政治に地方から変えてい
く非常に大事な選挙です。 

 国政では、国民の知る権利やプライバシー権を制限する特定秘密保護法の制定、歴代内
閣の維持してきた集団的自衛権行使は認められないとした憲法９条の解釈を閣議決定で変
更して自衛隊による海外での武力行使を容認する戦争法制の制定など、憲法の価値を否定
するような動きが進んでいます。 

 このような憲法を無視する流れに歯止めをかけ、安倍政権の暴走から私たちの権利と暮
らしを守るためには、私たちの身近な県政に憲法を活すという大きな流れをつくっていく
ことが大事です。この７月の県知事選挙では、県民みんなの願いをひとつにし、兵庫県政
を“憲法が輝く”方向に大きく転換させようではありませんか。憲法は権力者を縛り、権
力の濫用から市民の人権を守るためにあります。憲法を設計図として、憲法に沿った政治
が行われるならば、私たちの権利は大きく前進し、私たちの暮らしももっとゆたかになり
ます。 

 具体的には、◎憲法前文「平和的生存権」、憲法９条を活かすことで、平和にこだわる
兵庫県を実現できます。◎憲法２５条を活かすことで、県民のくらしと生活をささる兵庫
県を実現できます。 ◎憲法１３条「個人の尊厳」「幸福追求権」を活かすことで、原発
ゼロ、自然再生エネルギー重視の環境にやさしい兵庫県を実現できます。◎憲法２６条
「教育を受ける権利」を活かすことで、「子育て一番」の兵庫県、子どもたちを豊かには
ぐくむ兵庫県を実現できます。◎２７条「勤労の権利」、２８条「労働基本権」を活かす
ことで、雇用を守り、中小企業が元気な兵庫県、農林漁業と地域をしっかり応援する兵庫
県を実現できます。 

 この運動の先頭にたって、「憲法が輝く兵庫県政をつくる会」代表幹事の津川ともひさ
さんが奮闘しています。津川ともひささんは、県立高校の社会科教諭として永年教育に携
わるとともに、教育運動、労働運動、核兵器や原発をなくす運動の先頭に立ってきまし
た。 

 津川ともひささんは、“憲法を県政にいかす”ことで、「平和にこだわる」、「生活を
支える」、「原発ゼロをめざす」、を合い言葉に活動を続けています。 

 津川ともひささんこそ、“憲法を県政にいかす”ことができる人です。 

 津川ともひささんといっしょに、“憲法が輝く兵庫県政”をつくりましょう。 
 

 ＜ 賛 同 者 ＞  合計５６名 

石塚順平／伊東香保／今西雄介／内海陽子／大田悠記／大多和優子／小沢秀造／筧宗
憲／亀井尚也／木下和茂／清田美夏／後藤玲子／小牧英夫／佐伯雄三／坂本知可／曽
我智史／園田洋輔／高橋敬／田中秀雄／鉄井達彦／西田雅年／野上真由美／野口善國 
／野田底吾／萩田満／白子雅人／羽柴修／濱本由／平田元秀／藤原精吾／古殿宣敬 
本上博丈／前田修／前田貞夫／前哲夫／前野育三／増田正幸／松本隆行／松山秀樹／ 
守谷自由／八木和也／山﨑満幾美／與語信也／吉井正明／吉江仁子／吉田維一／吉田
竜一／渡部吉泰  （氏名公表しない賛同者）８名 

  以上、６月１５日現在、敬称略・５０音順  

【
大
学
人
有
志
ア
ピ
ー
ル
】  

２
０
１
７
年
６
月 

憲
法
が
輝
く
あ
た
ら
し
い
兵
庫
県
政
へ 

津
川
知
久
さ
ん
に
期
待
し
ま
す 

 

い
ま
、
「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
の
代
表
幹
事
の
津

川
知
久
さ
ん
が
、
憲
法
が
輝
き
、
人
と
地
域
を
守
る
新
し
い
兵
庫
県
政

の
実
現
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

津
川
さ
ん
は
、
長
年
、
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
議
長
（
高
等
学
校

教
職
員
組
合
委
員
長
）
、
原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会
筆
頭
代
表
理

事
、
兵
庫
県
憲
法
会
議
代
表
幹
事
、
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
す
る
兵
庫
の
会
共
同
代
表
な
ど
、
兵
庫
県
の
労
働
運
動
、
市
民

運
動
、
平
和
運
動
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
政
は
、
憲
法
を
投
げ
捨
て
よ
う
と
す
る
自
公
政

権
の
動
き
に
な
ん
ら
抵
抗
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
時
に
は
こ
れ
を
後
押
し

し
て
、
県
民
の
生
活
と
安
全
を
危
う
く
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
の
姫
路
港
（
兵
庫
県
が
管
理
者
）
へ
の
寄
港
を
三

度
も
容
認
し
ま
し
た
。
寄
港
申
請
に
対
し
て
、
非
核
証
明
（
核
兵
器
を

積
ん
で
い
な
い
と
の
証
明
）
を
求
め
る
と
言
い
な
が
ら
、
「
現
行
の
枠

組
み
、
米
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
と
い
う
も
の
を
前
提
に
判
断
し
た

い
」
「
非
核
証
明
を
出
し
な
さ
い
と
言
う
と
、
個
別
の
軍
艦
の
状
況
に

つ
い
て
言
及
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
せ
と
い
う
こ
と
は

入
っ
て
く
る
な
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
く
な
く
と
も
日
米
安
保
条
約

上
の
相
互
関
係
か
ら
す
る
と
特
定
の
理
由
な
し
に
拒
否
を
す
る
理
由
が

な
い
」
（
記
者
会
見
）
と
の
態
度
で
容
認
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
日
米
政
府
か
ら
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
た
め
の
協
力
要
請
が

あ
っ
て
も
無
条
件
で
引
き
受
け
る
と
い
う
態
度
で
す
。
さ
ら
に
、
非

核
・
平
和
宣
言
す
ら
行
わ
ず
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
兵
庫
県
の
防
災
訓
練
へ

参
加
さ
せ
よ
う
と
ま
で
し
た
の
で
す
。
住
民
の
安
全
、
平
和
を
守
る
よ

り
も
、
「
日
米
同
盟
」
の
軍
事
的
強
化
の
動
き
を
優
先
す
る
態
度
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

沖
縄
県
知
事
が
、
新
基
地
建
設
の
国
の
圧
力
に
屈
せ
ず
裁
判
を
起
こ

し
て
で
も
県
土
の
平
和
、
県
民
の
安
全
の
た
め
に
た
た
か
い
、
新
潟
県

知
事
が
、
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
原
発
再
稼
働
に
き
っ
ぱ
り
と
反
対

し
て
県
民
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
態
度
と
比
べ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

軍
隊
と
警
察
の
力
を
強
め
、
国
家
権
力
に
よ
る
統
制
を
強
め
よ
う
と

す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
か
ら
私
た
ち
の
権
利
と 

暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
、
兵
庫
県
政
を
“
憲
法
が
輝
く
”
方
向
に
大
き
く
転
換
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
兵
庫
県
に
働
き
、
生
活
し
、
兵
庫
県
に
関
わ
る
大
学
人
と
し
て
、

津
川
と
も
ひ
さ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
“
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
”
を

つ
く
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

【
第
一
次
発
表
】 

（
＊
は
呼
び
か
け
人
）
（
50
音
順
） 

浅
野
慎
一
（
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）、
＊
石
川
康
宏
（神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）、
弥
永 

学
（元
山
口
大
学
助
教
授
、
数
学
者
）、
＊
内
田 

樹
（
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、
＊
大
塚
秀
之
（神
戸
市
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）、
筧 

久
美
子
（神
戸
大
学
名
誉
教
授
）、
＊
金
持 

徹
（神
戸

大
学
名
誉
教
授
）
、
金
持
伸
子
（日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）、
＊
上
脇
博
之
（神
戸
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）、
＊
菊
本
義
治
（兵
庫
県
立
大
学
名

誉
教
授
）
、
柴
田
悦
子
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）、
＊
冨
田
宏
治
（関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
起
草
委
員
長
）、
長

渕
満
男
（甲
南
大
学
名
誉
教
授
）、
中
村
陽
一
（元
神
戸
大
学
非
常
勤
講
師
）、
中
山 

章
（神
戸
大
学
名
誉
教
授
）、
西
川
栄
一
（神
戸
商
船
大
学
名

誉
教
授
）
、
＊
平
野
喜
一
郎
（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）、
廣
森
勝
久
（神
戸
大
学
名
誉
教
授
）、
風
呂
本
惇
子
（
元
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
、
ア
メ
リ
カ

文
学
研
究
者
）
、
＊
風
呂
本
武
敏
（非
核
の
政
府
を
求
め
る
兵
庫
の
会
代
表
世
話
人
、
元
神
戸
大
学
教
授
）、
前
野
育
三
（関
西
学
院
大
学
名
誉
教

授
）
、
松
岡
正
章
（
甲
南
大
学
名
誉
教
授
、
弁
護
士
）、
松
崎
喜
良
（神
戸
女
子
大
学
教
授
）、
森
井
俊
行
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）、
＊
和
田 

進
（神

戸
大
学
名
誉
教
授
） 


